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4) ダム放流ハイドロ設定 

ロックフィルダムは、想定される外力に対して堤体が崩壊しないのが前提であるが、

発生確率が極めて少ない超巨大地震等の事象が発生し、その後、超過洪水が発生した時

の下流域への影響について、堤体損傷・崩壊、貯留水・洪水の放流（溢水）の過程を想

定し検討を行った。 

堤体損傷・崩壊は、超巨大地震によりすべり破壊が生じ、コア材の天端標高が貯水位

（常時満水位、サーチャージ水位）以下となった場合に発生すると仮定する。 

堤体損傷・崩壊によりダム貯留水および洪水流量は、下流域に全て放流されると仮定

し、放流ハイドロとして与える。 

仮に常時満水位以下までの堤体崩壊があった場合、崩壊後の天端幅は約 400m 程度と

なることから、一定の耐越流性があるものと想定される。 

したがって、常時満水位の貯留水が一部下流へ放流されることとなるが、全てが下流

へ流出する可能性は極めて低い。 

この状態で洪水が発生した場合、「ダム地点への流入量」＝「ダムからの放流量」とな

ることから、ダムがない状態と同じとなる。 

 

※流水型では常時貯水がないため、崩壊直後には初期洪水に対しては貯留効果が発揮され、洪水が発

生した場合の下流での被害は貯留型に比べて多少軽減されるが、ほぼ同様の被害が想定される。 

 

【堤体損傷形状の仮定と貯留水放流ハイドロの推定】 

地震により堤体が損傷し、以下の形状（NWL 以下 1m までに台形状に変形）になるこ

とを仮定して常時満水位からの放流ハイドロを設定した。 

一定の耐越流性があると考えられることから、それ以上堤体が崩壊しないものと仮定。

なお、下流河道（堤防）は健全な状態とする。 

5) 損傷直後における堤体形状の仮定 

・ 損傷後形状：上底 396m、下底 598m（平均延長 497m） 高さ 40m 

・ 損傷後堤体越流時の越流係数 h/L＝40／497＝0.08 h：堰高(m)、L（堰長(m) ⇒ 

C＝1.642(h/L)0.022＝1.55 

※400,000m3／3,720m2＝108m 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-115 堤体損傷後の堤体形状 
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図 2.2-116 ダムサイト河積 

6) 堤体損傷時のダム放流ハイドロ 

(1) ダム崩壊時 

初期貯水位が NWL（EL.99.4m）、破堤後の堤高が EL.98.4m（NWL－1.0m）として、越

流式によりハイドロを算定すると以下のとおりとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-117 ダム崩壊時放流ハイドロ（NWL 時、洪水なし） 
 

(2) ダム崩壊直後（1/100 年確率洪水） 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-118 ダム崩壊直後放流ハイドロ（S47 型：1/100 年確率） 
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(3) 堤体損傷時の浸水被害状況 （ダムなしと同じ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-119 ダム崩壊時の最大湛水深図（1/100 年確率ダムなしと同様）  




